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毎
号
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い
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と
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す
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絵:山谷芳弘氏

人口と 世帯
前月比

!fl 23，717 (-4) 

女 26，437 (ー 12) 

3十 50，154 (-16) 

世借数 16，460 (十 1) 

(11月30日現在住民基本台帳)
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（第750号）違； 平成 4 年（1992年）1月 1日 	 広報ごしょがわら 
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ン日時 	」1勾戊 4 年 lJI4 口（土）午前11 H寺 

レ場所 市民文化会館2ド皆 

ン会費 1,500円 （申し込み、と同時に納 

人くださし、。） 

ン申し込み締1;7:J 12月25 II （水） 

＞申し込み先 市総務課また‘、土圧所川原 

商「会議所 

主1雀 五I折川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

一1 
「平成4年 	 フ 1 

新年名刺交換会 

》
 「

ー
 
ー
 市

長
、
新
春
テ
レ
ビ
対
談
 

＠
放
送
日

ー
一

月
二
日
 

●

青
森
放
送
 

午
前
ヒ
時

ー
L
時
十
五
分
ま
で
‘
 

・

青
森
テ
レ
ビ
 

午
前
ヒ
時
四
ト
五
分

i
八
時
ま
で
 

●

青
森
朝
日
放
送
 

午
前
ト

ー
時
三
十
分
ー
ト

ー
時
四
ト
五
分
ま
で
 

！

ー
 
ー
 
ー
 

  

 

」
 

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
L
げ

ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
よ
り
市
政
の
負

託
を
受
け
て
、
三
回
目
の
春
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

‘
つ
の
春
を
越
す
ご
と
に
市

政
発
展
へ
の
礎
が
築
か
れ
て
い

る
と
の
実
感
を
強
く
し
て
お
り
 

ま
す
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
様
の
 

市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
 

力
の
賜
と
改
め
て
深
く
感
謝
申
 

し
ト
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
世
界
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
転
換
期
に
あ
る
と
言

わ
れ
、経
済
の
点
か
ら
い
え
ば
、
 

国
境
を
越
え
て
資
本
、労
働
力
、
 

技
術
が
自
由
に
移
動
す
る
「
ひ

と
つ
の
世
界
経
済
」
が
形
成
さ

れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
い
 

・

2

」と
で
も
あ
り
、そ
の
た
め
、
 

地
域
に
お
け
る
私
達
の
生
活
や

生
産
活
動
も
、
今
や
国
際
的
な

動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
時

代
を
現
実
に
迎
え
て
い
ま
す
。
 

当
市
も
、
こ
の
時
代
の
風
を

受
け
な
が
ら
青
森
地
域
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
の
中
核
都
市
と
し
て
、
 

ま
た
津
軽
半
島
地
域
の
拠
点
都

市
と
し
て
、
本
年
も
産
業
、
文
 
 

化
、
都
市
機
能
の
集
積
を
図
っ

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、
市
政
の
要
と
し
て
市

民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

生
活
、
健
康
、
教
育
、
福
祉
と

い
う
生
涯
四
政
策
の
推
進
を
提

唱
し
、
そ
の
実
現
に
鋭
意
努
力

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
 

本
年
は
、
そ
の
原
点
を
生
か

し
た
「
二
十
一
世
紀
五
所
川
原

市
総
合
開
発
計
画
」
が
完
成
す

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。計
画
は
、
 

二
十
年
の
長
期
に
わ
た
る
構
想
 

で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
 
「真
に
豊
か
な

都
市
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
四
政

策
の
推
進
と
、
そ
の
方
向
づ
け

と
し
て
の
国
際
化
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
五
所
川
原
新
時
代
を
築

く
「小
さ
な
世
界
都
市
づ
く
り
」
 

を
提
唱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
0
市
総
合
開
発
審
議
会
の
答

申
を
ま
っ
て
、
本
年
三
月
の
市

議
会
に
お
い
て
当
計
画
の
ご
理

解
と
ご
承
認
を
い
た
だ
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。
 

さ
て
、
新
春
に
あ
た
り
、
市
 
 

政
推
進
の
生
涯
四
政
策
に
つ
い

て
所
感
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

最
初
に
、
生
涯
生
活
政
策
の

推
進
で
あ
り
ま
す
。
 

津
軽
自
動
車
道
の
建
設
は
、
 

環
境
ァ
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
も
終

わ
り
、
本
年
四
月
よ
り
実
施
設

計
と
用
地
の
買
収
に
着
手
す
る

連
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
道
路

は
、
西
北
津
軽
を
全
国
高
速
交

通
体
系
に
直
結
す
る
重
要
路
線

で
あ
り
、
ま
た
若
者
の
定
住
と

雇
用
の
場
の
確
保
等
、
企
業
進
 

出
に
も
弾
み
を
つ
け
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
近
年
特
に
企

業
の
進
出
は
め
ざ
ま
し
く
、
平

成
二
年
度
に
お
け
る
事
業
所
数

お
よ
び
製
造
出
荷
額
の
伸
び
は
、
 

県
下
で
も
ト
ッ
プ
の
実
績
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

本
年
は
、
市
街
地
整
備
基
本

計
画
が
報
告
さ
れ
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。
当
報
告
書
の
具
体
的

な
開
発
構
想
を
参
考
に
し
、
国

鉄
跡
地
を
含
め
た
駅
前
と
中
心

市
街
地
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
 

商
店
街
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
 
 

う
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

実
現
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
 

ま
た
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

た
新
し
い
都
市
機
能
の
集
積
と
 
 

商
業
機
能
の
高
度
化
を
推
進
す

る
た
め
、「街
づ
く
り
会
社
」
 
の

発
足
に
併
せ
、平
成
七
年
の
「仮

称
ェ
ル
ム
の
街
」
 
ォ
ー
プン
に

向
け
て
イ
ン
フ
ラ
（社
会
資
本
）
 

あ穣狼響誓 

市
長
 
佐
々
木
 
楽
 

造
 

.
 
,
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託
会
三
け
て
、
:
・
川
け
の
い作
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

.
つ
の
い
作
を
越
す
こ
と
に
山

政
発
出
へ
の
慌
が
築
か
れ
て
い

る
と
の
実
感
を
品
川
く
し
て
お
り

、f-hll:1年(l992年)1 rJ 1 11 

ま
す
。
こ
れ
も
い巾
以
の
朽
様
の

山
政
に
付
す
る
ご
問
解
と
ご
協

力
の
脳
と
改
め
て
深
く
感
謝
中

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
川
削
什
は
、
い
ろ
い
ろ

な
広
時
で
似
倹
川
に
あ
る
と
バ

わ
れ
、
純
一
怖
の
点
か
ら
い
え
ば
、

市

長

同
坑
を
越
え
て
資
本、
労
働
力
、

技
術
が
れ
山
に
移
動
す
る
「
ひ

と
つ
の
川
料
椛
消
」
が
形
成
さ

れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
、

地
域
に
お
け
る
払
述
の
作仁川
や

生
山
川
引
も、

A
r
や
間
際
的
な

肋
向
に
大
き
く
ト江
布
さ
れ
る
川

代
を
則
夫
に
迎
え
て
い
ま
す
。

中1
山
も
、
こ
の
時
代
の
胤
を

受
け
な
が
ら
汗
森
地
域
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
の
小
結
剛
山
市
と
し
て
、

ま
た
沖
軒
下
山
地
域
の
拠
点
都

市
と
し
て
、
本
年
も
売
業
、
文

化
、
剛
山
市
機
能
の
集
約
を
阿

っ

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

払
は
、

山
政
の
必
と
し
て
山

以
-
人
ひ
と
り
を
大

ωに
す
る

生
川
、
他
山
、
肋
刊
行
、
一
川
社
と

い
う
小
山
川
政
策
の
抑
進
を
腿

附
し
、
そ
の
夫
刷
に
鋭
mUMμ
力

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

-。4
 レ平
年
は
、
そ
の
阿
川
を
作
い
い
か

し
た
「
A
fぃ
i

.

川
紀
バ
所
川

M

-1
A
b
LI
H円
、
t
ト
l
-
q
q
h
e巳
廿
人
L
d
，

i
f
AlU
〆
〈
品
川
い
」
，
刀
'
ノ

h

e

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
計
川
は
、

A-
卜
年
の
長
則
に
わ
た
る
榊
必

佐
々
木

で
あ
り
、

t
卜

-
川
紀
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
で
「
点
に
吐
か
な

剛山
市
」
を
テ
l
マ
に
生
山
州
政

策
の
推
進
と
、
そ
の
点
向
づ
け

と
し
て
の
同
際
化
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い

μ所
川
原
祈
昨
代
を
築

く「
小
さ
な
川
界
怖
い
巾
づ
く
り
」

を
山
川
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
総
合
問
先
得
議
会
の
作

中
を
ま

っ
て
、
本
年
三
川
の
い巾

治
会
に
お
い
て
巾1
1
川
州
の
ご

m

mm
と
ご
本
認
を
い
た
だ
く
子
定

で
あ
り
ま
す
。

さ
で
、
新
作
に
あ
た
り
、

山

政
推
進
の
作
仁
川
川
政
慌
に
つ
い

て
所
感
会
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ

き
ま
す
。

U
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円

f
t
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氏
、
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B
A
L
f
lぃ
川

1
0
q
h
d
-
3
0

悦
進
で
あ
り
ま
す
。

山
科
什
州
市
道
の
住
設
は
、

崎
山
川
ア
セ
ス
メ

ン
ト
訓
任
も
終

わ
り
、
本
年
川
川
よ
り
夫
施
設

川
と
川
地
の
日
収
に
託
子
す
る

辺
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
近
山
町

は
、
川
北
山
併
を
八
h
川
内
速
し父

通
体
系
に
山
付
す
る
南
安
路
線

で
あ
り
、
ま
た
打
炉
刊
の
定
住
と

川
川
の
均
の
昨
保
句
、
金
業
進

楽

造

山
に
も
仰
み
を
つ
け
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
近
年
特
に
企

業
の
逃
川
は
め
ざ
ま
し
く
、
Jr

成
一-
作
山
に
お
け
る
い山け
業
所
数

お
よ
び
製
造
山
州
知
の
伸
び
は
、

県
ド
で
も
ト
ッ
フ
の
実
舶
を
川

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
山
中
は
、
山
街
地
桜
前
法
本

日
汁
川
州
が
版
行
さ
れ
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。
中I
制
作
九日けの
川
(体
的

な
開
発
問
州
引
を
参
汚
に
し
、
同

鉄
跡
地
を
A
パ
め
た
駅
前
と
小
心

市
山
地
宇
の
幣
附
に
つ

い
て
、

向
山
町
の
川
性
化
に
資
す
る
よ
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仁〉会費

主催

市
長
、
新
春
テ
レ
ビ
対
談

-
青

森

放

送
。
放
送
日

l
一
月
二
日

-
青
森
テ
レ
ビ

向
業
機
能
の
今
日川
度
化
を
抑
逃
す

る
た
め
、
「山円
つ
く
り
会
社」

の

先
見
に
併
せ
、
千
成
じ
年
の
「似

林
エ
ル
ム
の
出
」

A
|
フ
ン
に

向
け
て
イ
ン
フ
ラ
(社
会
資
本
)
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じ
k
J
1

仁
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a
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午
前
仁
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川
卜
・九
分

1
八
時
ま
で

-
青
森
朝
日
放
送

午
前
卜

.
時
:
卜
分

1
卜

時

間
ト
パ
分
ま
で



（第750号） ③平成 4 年（1922年）1月 1日 	 広報ごしょがわら 

今月は 

『雇用保険 

さわやか受給 

推進月間』です。 

雇用保険制度の適正な

運営を図るため、雇用

保険は正しく申告し、 

正しく受給しましよう。 
五所川原公共職業安定所 

，
一一

 
一
 

一
 

「
 

~1月5日まで 

守ります 

ベルトに速度に 

車間距離 

平成3年度 

年末年始の 

交通安全運動 

,
 

の
整
備
に
本
年
は
着
手
す
る
計

画
で
あ
り
ま
す
。
 

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
九
十
年
代
に
入
り
国
際
的

に
も
、
国
内
的
に
も
重
大
な
局

面
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。
 

私
は
、
国
際
化
農
業
の
確
江

の
一
環
と
し
て
、
市
の
農
業
セ

ン
タ
ー
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
 

ー
研
究
専
門
職
員
を
配
置
し
、
 

優
良
種
苗
増
殖
施
設
の
建
設
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
、
本
年
は
関
連
施
設
の
育

苗
ハ
ウ
ス
等
の
整
備
を
図
る
計

画
で
、
こ
れ
に
よ
り
農
業
所
得

の
向
L
に
高
い
効
果
が
期
待
で
 
 

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
ま
だ
農
業
は
創
意
と
工

夫
が
要
求
さ
れ
て
い
る
未
来
産

業
だ
と
私
は
理
解
を
し
て
お
り
、
 

こ
れ
か
ら
も
全
力
を
挙
げ
支
援

を
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
フ
い
う
意
味
か
ら
も
世
界

初
の
「赤
ー
い
り
ん
ご
ワ
イ
ン
」
 

の
開
発
は
、
当
市
特
産
品
づ
く

り
の
目
玉
と
し
て
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

第
二
と
し
て
生
涯
健
康
政
策

の
推
進
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
健

康
を
守
る
た
め
各
種
検
診
や
健

康
相
談
等
の
保
健
医
療
体
制
の

充
実
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
 

本
年
は
、
更
に
検
診
内
容
に

工
夫
を
加
え
、
高
検
診
率
地
域

の
拡
大
に
努
め
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
 

ま
た
、
市
民
生
活
の
豊
か
さ

に
伴
い
、
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
の

排
出
量
は
、
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
そ
の
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
化
お
よ
び
最
終
処
分
場

の
確
保
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

本
年
は
、
平
成
六
年
度
の
最

終
処
分
場
建
設
に
向
け
、
基
本

設
計
を
策
定
す
る
計
画
で
あ
り
、
 

地
域
住
民
、
皆
さ
ん
の
合
意
を
 
 

得
な
が
ら
健
康
的
な
環
境
づ
く

り
の
た
め
鋭
意
努
力
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

「
元1
1
1
と
し
て
生
涯
教
育
政
策

の
推
進
で
あ
り
ま
す
。
 

当
市
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
青

森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
は
、
 

開
校
以
来
、
工
科
系
の
高
度
技

術
修
得
機
関
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
更
に

同
大
学
校
の
施
設
の
拡
充
と
四

年
制
工
科
系
大
学
校
へ
の
昇
格

を
要
望
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
 

ま
た
、
大
学
等
高
等
教
育
機

関
の
誘
致
を
図
る
た
め
昨
年
の

三
月
、
五
所
川
原
市
大
学
等
誘

致
懇
談
会
（
会
長
・
穴
山
武
八

戸
工
業
高
等
専
門
学
校
長
）
を

発
足
さ
せ
、
当
市
に
望
ま
れ
る

大
学
像
に
つ
い
て
検
討
戴
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

市
の
文
化
施
設
の
充
実
を
図

る
「
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン

タ
ー
」
 
の
建
設は
、
本
年
い
よ

い
よ
本
体
工
事
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。当
施
設
は
、
 

「交
流
」
を
テ
ー
マ
に
西
北
地
 
 

域
の
芸
術
・
文
化
の
創
造
と
そ

の
一
帯
に
整
備
さ
れ
て
い
る
市

民
プ
ー
ル
、
北
部
公
園
、
更
に

本
年
建
設
に
着
手
さ
れ
る
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
 
「幾

世
森
ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ー
ク
」
 
と

し
て
構
想
し
て
お
り
、
南
の
菊

ケ
丘
運
動
公
園
に
比
す
る
北
の
 

「ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
」
 
と
す
る

計
画
で
あ
り
ま
す
0
 

第
四
と
し
て
生
涯
福
祉
政
策

の
推
進
で
あ
り
ま
す
。
 

高
齢
者
の
機
能
回
復
訓
練
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

総
合
的
な
福
祉
施
設
と
し
て
本

年
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
予
定
で
あ
り
、
平
成
二
年

に
完
成
さ
れ
た
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
 
「く
る
み
園
」
 
と
関連
づ
け

な
が
ら
福
祉
の
充
実
を
高
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

昨
年
、
澄
み
切
っ
た
五
所
川

原
の
上
空
に
フ
ワ
リ
と
浮
か
ぶ
 

「ネ
プ
タ
」
と
「
虫
お
く
り
」
 

を
モ
チ

ー
フ
に
イ
ラ
ス
ト
し
た

熱
気
球
（
バ
ル
ー
ン
）
を
目
に

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
市
が
一
一
 
 機

購
入
し
、
佐
賀
市
で
開
催
さ

れ
た
 
「佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
 

に
出
場
し
て
全
国
に
そ
の
雄
姿

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
 

私
は
、
市
活
性
化
の
起
爆
剤

の
ー
つ
と
し
て
祭
り
を
企
画
し

て
き
ま
し
た
が
、
更
に
趣
向
を

凝
ら
し
、
市
民
の
祭
り
と
し
て
 
 

育
て
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
終
わ
り
に
、
皆
様
 

Q

」健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
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き
る
と
巧
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
品
業
は
創
立
と
て

犬
が
要
求
さ
れ
て
い
る
未
来
成

業
だ
と
私
は
川
解
を
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
全
力
を
本
げ
支
慌

を
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
な
味
か
ら
も
川川介

初
の
「
み
1
い
り
ん
ご
ワ
イ
ン
」

の
開
発
は
、
中
1
市
特
-M円山
づ
く

り
の
け
れ
と
し
て
的
倒
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
汚
え
て
お
り

ご

、

-
o

ま
寸
，第
a.
と
し
で
仲
に
泥
位
以
政
策

の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
他

山
を
守
る
た
め
為
的
検
珍
や
他

府
州
法
令
の
保
健
医
療
体
制
の

光
夫
に
勿
め
て
参
り
ま
し
た
。

本
午
は
、
必
に
検
診
内
科
に

下
し
犬
を
加
え
、
『
川
検
診
ム
以
下
地
域

の
拡
大
に
勿
め
る
所
作
で
あ
り

z
‘
4

0

 

t
d
 

ま
た
、

山
以
作
仁
川
の
州
は
か
さ

に
作
い
、
一
系
出
か
ら
の
ゴ
ミ
の

俳
山
川
は
、
年
々
附
加
の
傾
向

に
あ
り
、
そ
の
減
ほ
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
化
お
よ
び
以
終
処
分
喝

の
昨
山
が
大
き
な
沫
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
年
は
、
平
成
六
年
度
の
最

終
処
分
場
建
設
に
向
け
、
基
本

設
計
を
策
定
す
る
計
画
で
あ
り
、

地
域
住
民
、
皆
さ
ん
の
合
立
を

併
な
が
ら
健
康
的
な
環
境
づ
く

り
の
た
め
鋭
意
努
力
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

広
三
と
し
て
生
涯
教
育
政
策

の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

当
市
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
汚

森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
は
、

開
校
以
来
、
工
科
系
の
高
度
技

術
修
得
機
関
と
し
て
日
い
評
価

を
受
け
で
お
り
ま
す
が
、
吏
に

川
大
学
校
の
施
設
の
拡
充
と
問

年
制
工
科
系
大
学
校
へ
の
け升
栴

を
要
望
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。また
、
大
学
等
高
等
教
育
機

関
の
誘
致
を
図
る
た
め
昨
年
の

:
一月
、
五
所
川
原
市
大
学
等
誘

致
懇
談
会
(
会
長

・
穴
山
武
八

μ工
業
高
等
専
門
学
校
長
)
を

発
足
さ
せ
、
当
市
に
宅
ま
れ
る

大
学
像
に
つ
い
て
険
討
戴
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
の
文
化
施
設
の
充
実
を
阿

る
「
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン

タ
ー
」
の
建
設
は
、
本
年
い
よ

い
よ
本
体
工
事
に
若
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
施
設
は
、

「
交
流
」
を
テ
1
7
に
西
北
地

域
の
芸
術
・
文
化
の
削
造
と
そ

の

一
併
に
整
備
さ
れ
て
い
る
市

民
プ
l
ル
、
北
部
公
問
、
吏
に

本
年
建
設
に
左
手
さ
れ
る
地
域

相
祉
セ
ン
タ
ー
を
合
め
て
「
幾

附
森
ヒ

ュ
ー
マ
ン
パ

l
ク
」
と

し
て
柿
恕
し
で
お
り
、

-mの
焔

ケ
正
運
動
公
同
に
比
す
る
北
の

「
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
」
と
す
る

計
川
で
あ
り
ま
す
。

筑
間
と
し
で
生
涯
一
川
祉
政
策

の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

J

川
齢
h
h
の
機
能
川
復
訓
練
や

祈
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

総
合
的
な
一
制
祉
施
設
と
し
て
本

年
地
域
相
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
予
定
で
あ
り
、
J

「
成
二
年

に
完
成
さ
れ
た
後
潜
在
人
ホ
ー

ム
「
く
る
み
凶
」
と
凶
述
づ
け

な
が
ら
祈
祉
の
充
実
を
布
め
て

い
く
所
作
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
市
み
切
っ
た
五
所
川

原
の
卜-
雫
に
フ
ワ
リ
と
浮
か
ぶ

「
ネ
プ
タ
」
と
「
虫
お
く
り
」

を
モ
チ
ー
フ
に
イ
ラ
ス
ト
し
た

熱
気
球

(バ

ル
ー
ン
)
を
H
に

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
市
が
三

盛
機
購
入
し
、
佐
賀
市
で
開
催
さ

れ
た
「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」

に
山
場
し
て
全
国
に
そ
の
雄
姿

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
市
活
性
化
の
起
爆
剤

の

一つ
と
し
て
祭
り
を
企
画
し

て
き
ま
し
た
が
、
一
史
に
趨
向
を

凝
ら
し
、
市
民
の
祭
り
と
し
て

「一一一一一

今月は
一一一一一一一一-一一一ーっ

『雇用保険

さわやか受給
推進月間』です。

平成3年度

年末年始の

交通安全運動

育
て
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
市
川
氏
各
位
の
ご

用
解
と
ご
支
認
を
お
願
い
山
中
し

k
げ
ま
す
。
終
わ
り
に
、
背
様

の
ご
他
勝
と
ご
泊
蹴
を
お
祈
り

巾
し
卜
し
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

雇用保険制度の適正な

運営を図るため、雇用

保険は正しく申告し、

正しく受給しま しょう。

五所川原公共職業安定所

~ 1 月5日まで

守ります

ベルトに速度に

車間距離
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県
内
初
の
P
R
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
 

平
成
ニ
年
九
月
か
ら
移
転
新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
水
道
事

業
所
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
十
ニ
月
四
日
、
富
士
見

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
関
係
者
及
び
来
賓
ら
約
百
人
が
出

席
し
て
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

水道事業所 轡麟麟響難麟麟事 

中央管理センタ罵一が落成 

同
セ
ン
タ

ー
は
、
中
央
監
視

盤
を
設
置
し
、
遠
方
監
視
制
御

装
置
に
よ
り
水
圧
、
水
量
、
バ

ル
ブ
開
閉
等
の
制
御
を
行
う
と

と
も
に
、
元
町
・
飯
詰
浄
水
場
、
 

と
も
に
、
 

と
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給

す
る
た
め
、
努
力
し
て
行
き
ま

す
」
 
と
式
辞
を述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
工
事
関
係
者
、
土

地
提
供
者
に
感
謝
状
を
贈
呈
、
 

県
環
境
保
健
部
長
（
代
読
〉
櫛

引
留
吉

・
成
田
守
両
県
議
会
議

員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
式
典
を
終
え
ま
し
た
0
 

新
築
さ
れ
た
管
理
セ
ン
タ

ー
 

は
、
総
事
業
費
約
九
億
三
千
万

円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

三
階
建
て
で
、
床
面
積
が
二
千

二
百
四
十
七
・
四
九
平
方
層
で

す
。
 

一
階
に
は
、
資
材
庫
、
研
修

室
、
工
作
室
と
県
内
で
初
め
て

の
水
道
P
R
と
小
学
四
年
生
以

上
の
社
会
科
の
勉
強
に
役
立
つ
、
 

「発
見
」
「知
見
」
「体
験
」
の
水

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
二
階
は
事
務
室
、
ミ
 

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
三
階
が

中
央
監
視
操
作
室
で
、
三
か
所

の
浄
・
配
水
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
、
各
施
設
の
管
理
・
制
御

を
集
中
監
視
し
て
い
ま
す
。
 

当
市
の
水
道
は
、
昭
和
二
年

に
給
水
が
開
始
さ
れ
、
県
内
で

は
青
森
市
に
次
い
で
二
番
目
と

い
う
歴
史
を
持
っ
て
お
り
、
現

在
進
め
て
い
る
第
五
次
拡
張
事

業
計
画
が
完
成
す
る
と
、
全
市

に
給
水
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

同
事
業
所
で
は
、
今
後
一
層

経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
市
民

の
 
「生
命
の
水
」
確
保
に
努
め

て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 
 

五
所
川
原

女
性
俳

句
会
 

つ
ま
 

一
ふ
と
触
れ
し
夫
の
背
う
す
く

一
鳥
渡
る
 

長
沢
 
幸
子
 

一
文
箱
の
文
の
歳
月
山
眠
る
 

一
 
対
馬
 
庫

子
 

一
 
眼

の
見

え

ぬ
母
の

針
箱
神
無

一
月
 
成
田
 
市

子
 

一
冬
支
度
箱
降
ろ
し
た
り
重
ね

一
た
ら
 

斎
藤
 
さ
だ
 

一
相
会
ふ
て
小
躍
り
し
た
る
霞

一
か
な
 

斎
藤
今
日
子
 

一
霞
降
る
音
の
ひ
び
き
の
病
個

一
室
 

野
村
 
と
し
 

一
試
験
管
の
ひ
と
つ
は
我
が
血

一
木
の
葉
降
る
 
松
官
 
梗
子
 

一
針
箱
に
薄
れ
し
文
字
や
冬
温

一
し
 

高
松
 
栄
 

一
＋
二
月
美
し
き
箱
捨
て
が
た

一
し
 

小
野
 
郁
子
 

一
ふ
る
さ
と
の
ア
イ
ヌ
の
住
家

一
暮
早
し
 

小
栗
山
ひ
で
 

歯

z
 

一
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完成した水道事業所中央管理センター 

七
和
配
水
場
の
管
理
監
視
の
一

元
化
を
図
る
目
的
で
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。
 

落
成
式
で
、
佐
々
木
市
長
は
 

「市
民
の
“
生
命
の
水
〉
確
保
 

県内初のPRコーナー 水のギャラリー 

俳 

,
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平
成
二
年
九
月
か
ら
移
転
新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
水
道
事

業
所
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
十
二
月
四
日
、
富
士
見

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
関
係
者
及
び
来
賓
ら
約
百
人
が
出

席
し
て
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は、

中
央
監
視

盤
を
設
置
し
、
述
β
監
視
制
御

装
置
に
よ
り
水
一
川
、
ポ
ハ
品
、
バ

ル
ブ
開
閉
等
の
制
御
を
行
う
と

と
も
に
、
ぺ
町
・

飯
話
内
げ
L

小山川、

ヒ
和
配
水
場
の
作
用
取
視
の一

一バ
化
を
阿
る
円
的
で
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

一
治
成
式
で
、
佐
々
木
市
長
は

「
市
民
の
H

乍
命
の
水
M

昨
保完成した水道事業所中央管理センター

と
安
全
で
お
い
し
い
ポ
を
供
給

す
る
た
め
、
努
力
し
て
行
き
ま

す
」
と
式
昨
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
工
呪
関
係
身
、
七

地
提
供
拘
に
感
謝
状
を
附
宅
、

県
環
境
保
健
部
長

(代
説
}
櫛

引
留
士
門

・
成
田
守
両
県
議
会
議

以
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
昨
が
述
べ

ら
れ
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

新
築
さ
れ
た
作
珂
セ
ン
タ
ー

は
、
総
市け
業
伐
約
九
億
一
二
千
万

円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

一↓
-
附
建
て
で
、
床
面
的
が
二
千

一一
行
問
卜
ヒ

・
四
九
市
「
方
げ
で

-
。
寸，

一
附
に
は
、
資
材
席
、
研
修

室
、
工
作
室
と
県
内
で
初
め
て

の
木
道
P
R
と
小
学
同
年
宅
以

上
の
社
会
科
の
勉
強
に
役
改
つ
、

「送
i
L

「
日
l
L

「
本
貴
乃
ド

負
i
ノ
」
'
芦
I
ノ」

f
埠」

σ
ノ

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
二
階
は
事
務
室
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ル

l
ム
、
二一
附
が

小
山
穴
監
視
操
作
室
で
、

一二
か
所

の
浄

・
配
水
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
、
各
施
設
の
作
用

・
制
御

を
集
中
駐
視
し
て
い
ま
す
。

当
市
の
ル
小
道
は
、
昭
和
二
年

に
給
木
が
開
始
さ
れ
、
県
内
で

は白
川
森
市
に
次
い
で
一
↓
啓
日
と

い
う
暦
史
を
侍

っ
て
お
り
、
川
明

布
進
め
て
い
る
第
丘
次
拡
張
事

業
計
両
が
完
成
す
る
と
、
全
市

に
給
水
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

同
事
業
所
で
は
、
今
後

一
回

経
常
の
合
用
化
を
図
り
、
市
民

の
「
乍
命
の
ポ
」
確
保
に
努
め

て
行
く
こ
と
に
し
で
い
ま
す
。

県内初のPRコーナー 「水のギャラ リー」

圃

回

烏ふ
渡と
る触 五
れ 所
し 川
夫Z原
長の 女
沢背 性
う 俳
幸す 句
子く 会

文
箱
の
文
の
歳
月
山
眠
る

対

馬

輝

子

眼
の
見
え
ぬ
母
の
針
箱
神
無

成

田

市

子

凡冬
支
度
箱
降
ろ
し
た
り
重
ね

た

ら

斎

藤

さ

だ

相
会
ふ
て
小
躍
り
し
た
る
綴

か

な

斎

藤

今

日

子

厳
降
る
音
の
ひ
び
き
の
病
個

室

野

村

と

し

試
験
管
の
ひ
と
つ
は
我
が
血

木

の

葉

降

る

松

官

慶

子

針
箱
に
薄
れ
し
文
字
や
冬
温

し

高

松

栄

し十

月
美
し
き
小箱
野捨
て
郁が
子た

ふ
る
さ
と
の
ア
イ
ヌ
の
住
家

暮

早

し

小

栗

山

ひ

で

キi後
必



ームて 赤 
観光客の島さん 

1
民
生
委
員

・
児
童
委
員
 

連
絡
協
議
会
2
5周
年
を
祝
う
 

連絡協議会の活動に尽力された人たちの表彰式 

鋤―肺麟冒連絡協議云而 

三
好
中
学
校
民
俗
芸
能
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
 

‘
 
「

く
る
み
園
」
を

慰
間
 

、
ー
 ．
 

三
好
中
学
校

（
沢
田和
雄
校
 
で
、

三
年
前
か
ら
福
祉
施
設
を
 

長
）
民
俗
芸
能
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
四
十
四
人
は
十
一
月
二
十

八
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く

る
み
園
」
（
松坂
忠
寮
長
）
を訪

れ
、
お
年
寄
り
た
ち
に
日
本
の

お
ど
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
日
本

各
地
に
伝
わ
る
踊
り
や
太
鼓
な

ど
学
び
、
研
究
し
て
い
る
も
の
 

慰
間
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
 

ク
ラ
ブ
員
は
、
約
五
十
人
の

お
年
寄
り
を
前
に
「豊
年
太
鼓
」
 

や
「
荒
馬
」
「奴
踊
り
」
な
ど
九

曲
を
披
露
し
、
お
』
」
寄り
か
ら

盛
ん
な
拍
手
を
も
ら
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

関
西
方
面
の
観
光
客
 

冬
の
風
物
詩
「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
を
体
験
 

広報ごしょがわら 

五
所
川
原
市
民
生
委
員
児
童

委
員
連
絡
協
議
会

（
工藤
克
美

会
長
）
で
は
十
二
月
二
日
、
市

内
本
町
の
五
松
苑
で
 
「
創
立
一
一

十
五
周
年
記
念
式
典
」
が
会
員

を
は
じ
め
、
来
賓
等
約
百
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
四

ト

ー
年
十
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
 

現
在
は
五
つ
の
民
生
児童
委
員
 
 

協
議
会
の
委
員
九
十
五
人
で
構

成
さ
れ
，
婦
人
部
や
低
所
得
、
 

身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
、
 

児
童
、
母
子
・
父
子
、
老
人
の

各
福
祉
委
員
会
を組
織
し
て
、
 

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

式
典
で
は
、工
藤
会
長
が

地

域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
職

務
と
使
命
の
重
要
性
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、行
動
す
る
民
児
 
 連

と
し
て
一
層
努
力
し
て
行
き

た
い
」
と
式
辞
を述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
連
絡
協
議
会
の
活
動
に

尽
力
し
た
人
た
ち
を
表
彰
し
ま

し
た
。
 

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
表
彰
状
ー
工
藤
博
男
、
嶋
口

慶
治
、北
岡
得
次
、今
柾
太
郎
、
 

小
田
桐
教
、
神
勝
夫
、
松
本
孝

一
、大
村
喜
一
郎
、長
内
ち
東
、
 

斎
藤
一
雄
、
原
三
五
一
、
工
藤

克
美
、
石
田
粕
美
、
高
橋
澄
、
 

長
尾
キ
ョ
エ
 

◇
感
謝
状
ー
平
山新
吉
郎
、
佐

藤
欣
宏
、
片
岡
幹
夫
、
成
田
善

造
、
水
口
ョ
シ
、
斎
藤
健
治
、
 

三
浦
孝
円
 

◇
特
別
感
謝
状
 
神
吉
太
郎
、
 

小
山
田
鳳
隆
、
片
岡
勝
雄
、
寺

出
清
、
前
田
つ
な
 

津
軽
鉄
道
の
ス
ト
ー
ブ
列
車

に
十
二
月
三
日
、
関
西
地
区
の

観
光
客
第
一
陣
一
十
人
が
訪
れ
、
 
 み

ち
の
く
の
旅
情
を
満
喫
し
ま
 
軽
鉄

道
社
長
が
歓
迎
の
こ
と
ば

し
た
。
 

を
述
べ
た
後
、
市
が
提
供
し
た

こ
れ
は
、
阪
急
交
通
社
ト
ラ
 
「

赤
ー
い
り
ん
ご
ワ
イ
ン
」
が

ピ
ッ
ク
ス
国
内
旅
行
（
天
阪
）
 

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
 

が
企
画
し
た
「
冬
の
み
ち
の
く
 
一

行
は
、
午
前
十
時
十
七
分

ス
ト
ー
ブ
列
車
と
津
軽
・
十和
 
発

の
ス
ト
ー
ブ
列
車
に
乗
車
し
、
 

田
の
旅
」
の
一
行
二
十
人
です
。
 
車
内
で
は
津
軽
弁
講
座
の
ほ
か
、
 

一
行
は
、
二
泊
」百
の
予
定
 
ダ

ル
マ
ス
ト
ー
ブ
で
あ
ぶ
っ
た

で
、
秋
田
県
の
田
沢
や
岩
手
県
 

ス
ル
メ
と
地
酒
の
サ
ー
ビ
ス
を

の
手
づ
く
り
村
、
十
和
田
湖
を
 

受
け
、大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。
 

経
て
、
最
終
日
に
津
軽
鉄
道
五
 
今

年
度
、
ス
ト
ー
ブ
列
車
を

所
川
原
駅
か
ら
ス
ト
ー
ブ
列
車
 

訪
れ
る
観
光
客
は
、
関
西
方
面

に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
 

か
ら
約
一
一
千五
百
人
、
関
東
方

こ
の
日
は
、駅
ホ
ー
ム
で
「出
 
面
が

約
五
百
人
の
合
わ
せ
て
約

発
式
」
が
行
わ
れ
、
三
和
満
津
 

三
千
人
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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関
西
方
面
の
観
光
客

冬
の
風
物
詩
「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
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協 |員
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年
を
祝
つ

を
体
験

津
峰
鉄
道
の
ス
ト
ー
ブ
列
車

に
卜
二
月
三
日
、
関
西
地
区
の

観
光
客
第

一
陣
二
ト
人
が
訪
れ
、

畦
鉄
道
社
長
が
歓
迎
の
こ
と
ば

を
述
べ
た
後
、
市
が
提
供
し
た

「赤
1
い
り
ん
ご
ワ
イ
ン
」
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
午
前
卜
時
ト
ヒ
分

発
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
に
乗
車
し
、

卓
内
で
は
池
峰
弁
講
座
の
ほ
か
、

ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
で
あ
ぶ
っ
た

ス
ル
メ
と
地
刑
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度、

ス
ト
ー
ブ
列
車
を

訪
れ
る
観
光
客
は
、
関
西
方
面

か
ら
約
二
千
五
百
人
、
関
東
方

面
が
約
五
百
人
の
合
わ
せ
て
約

三
千
人
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

み
ち
の
く
の
旅
情
を
満
喫
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
阪
急
交
通
社
ト
ラ

ピ
ッ
ク
ス
国
内
旅
行
(
大
阪
)

が
全
両
し
た
「
冬
の
み
ち
の
く

ス
ト
ー
ブ
列
唱
と
沖
軒

・
十
和

川
の
旅
」
の
.
行
-
一
卜
人
で
す
。

一
行
は
、

二
泊
三
日
の
予
定

で
、
秋
川
県
の
旧
沢
や
科
手
県

の
子
守
つ
く
り
村
、
十
和
田
湖
を

経
て
、
最
終
円
に
津
峰
鉄
道
丘

所
川
原
駅
か
ら
ス
ト
ー
ブ
列
車

に
来
り
込
み
ま
し
た
。

こ
の
け
は
、
駅
ホ
l
ム
で
「
山

発
式
」
が
行
わ
れ
、
一二
和
渦
滞

丘
所
川
原
市
民
生
委
員
児
童

委
員
連
絡
協
議
会

(工
雌
克
美

会
長
)
で
は
卜
二
月
二
円
、
市

内
本
町
の
冗
松
苑
で
「
創
伝
一
一

卜
五
同
年
記
念
式
典
」
が
会
此

を
は
じ
め
、
来
持
H

匂
約
川
人
が

山
席
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
連
絡
協
議
会
は
、
附
和
問

卜
-
年
ト
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

制
作
は
丘
つ
の
民
生
児
虫
委
此

協
議
会
の
委
員
九
十
五
人
で
柿

成
さ
れ
予
財
人
部
や
低
所
得
、

身
体
附
守
口
省

・
精
神
薄
弱
弁
、

児
宝
、
母
L
J

・
父
子
、
を
人
の

得
祈
祉
委
日
会
を
組
織
し
て
、

柏
倒
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
工
雄
会
長
、が

地

域
一
例
祉
の
利
一
い
予
と
し
て
、
職

務
と
使
命
の
弔
要
性
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
行
動
す
る
民
児

連
と
し
て

一
肝
努
力
し
て
行
き

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
連
絡
協
議
会
の
活
動
に

尽
力
し
た
人
た
ち
を
ぷ
杉
し
ま

し
た
。受t
M8
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

O
表
彰
状
|
工
雌
間
男
、
仙
川
円

度
治
、
北
岡
得
次
、

今
柾
太
郎、

小
田
桐
数
、
神
勝
犬
、
松
木
孝

て
大
村
喜

一
郎
、
長
内
ち
ゑ
、

斎
藤

一
線
、
原
三
五

て

工

藤

克
美
、
石
田
粕
美
、

』日
川
橋
澄
、

長
足
キ
ヨ
エ

。
感
謝
状
|市「
山
新
吉
郎
、
佐

雌
欣
宏
、
片
岡
件
犬
、
成
田
詳

述
、
水
口
ヨ
シ
、
斎
雌
健
治
、

一二
浦
苧
円

。
特
別
感
謝
状
!
神
吉
太
郎
、

小
山
川
鳳
隆
、
片
岡
勝
雄
、
寺

田
消
、
前
田
つ
な

広報ごしょがわら

連絡協議会の活動に尽力された人たちの表彰式

三
好
中
学
校
民
俗
芸
能
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

「く
る
み
園
」
を

慰

問

一二
好
小
学
校
(
沢
旧
和
維
校

で
、
三
年
前
か
ら
福
祉
施
設
を

長
)
民
俗
芸
能
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
慰
問
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

パ

l
問
卜
問
人
は
卜

一
月
二
卜

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

八
円
、
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
く

ク
ラ
ブ
員
は
、
約
五
十
人
の

る
み
園
」

(松
坂
忠
存h
長
)
を
訪
お
年
寄
り
を
前
に
「豊
年
太
鼓
」

れ
、
お
年
寄
り
た
ち
に
日
本
の

や
「
荒
馬
」
「
奴
踊
り
」

な
ど
九

お
ど
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

曲
を
披
露
し
、
お
年
寄
り
か
ら

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
日
本

盛

ん

な

拍
手
を
も
ら
っ
て
い
ま

各
地
に
伝
わ
る
踊
り
や
太
鼓
な
し
た
。

ど
学
び
、
研
究
し
て
い
る
も
の

(5)予成4年(1992年)1月]円

正
望



常

任

委

員
会
 

委

員
を

改

選
 

市
議
会
第
五
回
定
例
会
が
＋

一
月
二
十
八
日
か
ら
十
二
月
十

二
日
ま
で
開
か
れ
、
四
「
の
常

任
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
⑥
は委
員
長
、
〇

は
副
委
員
長
）
 

▽
総
務
常
任
委
員
会
 

⑨
宮
川
亮
治
、
〇
工
藤
善
司
、
 

櫛
引
英
之
、
和
島
就
蔵
、
泉
谷

止
志
、
書
藤
昇
 

経
済
常
任
委
員
会
 

⑨
阿
部
春
市
、〇
葛
西
ノ
リ
エ
、
 

山
田
誠
紀
、
石
岡
裕
、
葛
西
収
 

1
 
1
 

1
  

▽
民
生
常
任
委
員
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平成 4 年（1992年）1 月 1 月 	 広報ごしょがわら （第750号）⑥ 
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平成4年度建設工事唄I量等（測量●建設コ 

ンサルタント等）●物品等供給業者登録受付 

r
 

市て三「ま、 

◆受付期間 

◆受付場所 

◆提出書類 

平成 4 年度に市が発注するエ事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付い 
たしますので、 次により手続きをしてく ださい。 

間 平成4 年 2 月 1 日から平成 4 年 2 月29日まて了 

所 財政課契糾J調達係 

類 I欠のとおり 

設 工 事 測量等（測量・建設コンサルタント等） 物品等（役務の提供を含む） 

一般競争（指名競争）入札参加資格審査申

請書（建設省統一様式） 

経営事項審査結果通知書（建設業法第27条
の23に規定されている経営に関する客観的

事項の審査を終了したもの。ただし、平成 3 
年度中にこの審査を終了したものに限る。） 

建設業許可証明書 

※納税証明書 

営業所一覧表 

工事経歴書 

技術者経歴書 

営業用機械器具調書

身分証明書（個人） 

登記簿謄本（法人） 

営業証明書（個人） 

主要取引金融機関名

委任状 

使用印鑑届  

一般競争（指名競争）入札参加資格審査申

請書（測量・建設コンサルタント等）（建設 

省統一様式） 

登録証明書等 

※納税証明書 

営業所一覧表 

営業経歴書 

技術者経歴書 

測量等実績調書 

財務諸表 

身分証明書（個人） 

登記簿謄本（法人） 

営業証明書（個人） 

主要取引金融機関名 

委任状 

使用印鑑届 

査を受けるよう

なお、詳しい 

〔肌 35 一 

物品等一般競争（指名競争）入札参加資格

審査申請書（市独自様式）（申請用紙は、財

政課にあります） 

※納税証明書 

身分証明書（個人） 

営業証明書（個人） 

登記簿謄本（法人） 

財務諸表 

代理店及び特約店証明書 

委任状 

使用印鑑届 

物品等供給業者カード 

営業に必要な資格等の写し（有資格者又は

事業登録証明書など） 

消費税法における課税事業者又は免税事業者届書（市内業者のみ） 

（様式は、財政課にありますが各自で適宜作成してもかまいません。） 

※納税証明書 1 本店が市内にある法人については、 

代表者個人の納税証明書も添付すること。 

2 支店及び営業所等が市内にある業者について

は、市の納税証明書も添付すること。 

（注） 書類の不備なものについては、 

受付いたしませんので留意して

ください。特に建設工事入札参

加希望業者は、早めに建設大臣 

	 又は都道府県知事の経営事項審 

）にしてください。 

、ことは、財政課契約調達係 

-2111番（内線330番）〕 

へお問い合わせください。 
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平成4年度建設工事・測量等(測量・建設コ
チサリWう仲靭」・物画等供給業者登録受付
平成 4年度に市が発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付い

たしますので、次により手車売きをしてください。

平成 4年 2)=.1 1 F-Iから斗L)，x4 'qc:. 2月29nまで
財政課契約調達係

次のとおり

市では、

-受付期間

.受付場所

・提出書類

一般競守子(fi';才1競争)入札参加資協帯jtiJl
J，~ g (他設省統一線式)

経常 'Pl1審:在結果通知11'_}: (建設 ~it ;n27条
の23に規定されている経常に関する'作観的
事項の審査を終了したものただし、平成3
年度中にこの審査を終 fしたものに似るj

ij!設業"午 ~îJ証明JF

物品等(役務のl!tf!七を合む)

物品等般競争(指名競ノit) 入札参)JIIi'if1l I 
寓，1i'iJl J，~ ，1:， (dH!u n儀式)(iJl ')I~ J日紙は.iH 1 
政課にあります)

il!IJ主.1~1; (iJllJ J/1. ij!設コンサノレタン卜等)

」自立競7ト(m才1競争)入札参IJII'{'i絡審作111
IUi.咋 (ij!lJ'11' ij!，没コンサノレタント~;;-;) (ij!，没
約統一般式)

l没t主

※納税誠IljJ，I)

身分MlljJ，咋(何人)

日 ~;ì正 IljJ ，'， (炉l人)

，(f ，j-cr~勝本(法人)

iHfi5Jr..J.< 

登録，)jElljJi，~手

※納税W!l-Ji，
';:t業所一覧ぷ

常業経庁長，1":-:

f主術イ庁経片手舟

illHl'r等実績調，1，
H 

※納税証明 El?

営業所一覧表
代t'I!J.1i及び特約JI'-;証明会

委任状
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身分証明'!i(個人)

登記簿勝本(法人)

仁!ド終日重注

技術-/f経mu)
常業用機械~只~ ，ll，~ I!:~ 

'I~~'業;正 IljJ ， I ， (他|人)

lミ要取引金融機関才l

委任状

身分証I!fJ，I，(側人)
登記簿謄本(法人)

';:~.業 u正明 ，1} (個人)

主袋取引金融機関名

委任状
(沌) ，!?類の不備なものについては、使用印鑑刷

受付いたしませんので府立して

ください。特に建設仁ーlC入札参

加希望業者は、，;'-めに建設大阪

使用印鑑届

i~j t'i:税法におけるぷ税:J;:1I11干Xは免税事業高煽;，1， (di内1Uiのみ)
(機式は、財政l深にありますが各liで適'j'[作成しでもかまいません)

審又は都道府県知'lrの経'i:1;'I~Jti 

在を受けるようにしてください。

なお、詳しいことは、財政課契約調達係

(TEL 3 5 -2 1 1 1番(内線330番)J

へお問い合わせください

※納税証明、l干 1 本j苫がr!i内にある法人については、

代表者個人の納税証明Sも添付すること。
2 支居及び営業所等が市内にある業者について

は、市の納税証明}}も添付すること。
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（第750号） 

初心者 
スキー講習会 

D・日時 平I戎 4 年 1月15日（水）10: 00-15 :00 

＞場所 勤労者野外活動坊包設（狼野長根公園） 

い・受講資格 小学：生以上 

ン受講料 無半＋ 

D・講師 五ii斤川原スキー協会指導員 

＞締切 当日の午前 9時30分まで 

D・その他 スキー用具、昼食持参のこ掌 （貸ス 

キーは数が限定） 

ン申し込み先勤労者野タト活動施記之 (●⑩3631番） 

「冬休み子どものつどい」ですよー~ 
I 

紙しばい・他 

とき 1月10日（金）午前10時

ところ 市立図書館 

生活講座 

昔なつかしいお菓子を 
作ってみませんか 

い親と子のおやつ作り教室 

r・日時 1 月16日 （木） 午後 6 時～ 8 時30分 

1 月 17日 （金） 午前10時～正午 

レ募集人員 20名 

ン対象 b内に住I折または勤務先を有する婦人 

ン締切 光着順で定員になりI欠第締切ります 

D、受講料 無料（但し材半I代は各自負担） 

D・申し込みと問い合せ働く婦人の家（雪35-8898) 

2回ごしょがわ『 
冬フェスティバル I 

日日寺 十成 lII2 月 9 I/-11H 

ン場所 菊ケ丘運動公園。市民文化会館

ンイベント D歌謡。民謡。手踊り王座決 

定戦己ノ岩木川リバーサイ ドスキーマラソ 

ン③雪上ソフトバレーボール大会（ョ）雪上 

マウンテンバイククロスカントリーレー 

ス⑤かがり火コンサート⑥津軽凧揚げ大会

※各イベントの参加者を募集しています。 

⑥申し込み先及び締f刀日 

月勾戎 4 イI一 1月24日まて了 

市商工観光課及び市教育委員会社会教育課 
r/（~）、、 
××こ：こ二ニシク 

麟ミ除排雪作業についてのお願い 
市ー β余排雪対策本音B 

通勤通学等の生活道路確保のため、 次のこと

についてご協力くださるようお願いします0 
1道路には雪を出さない。 

道路に雪を捨てますと、救急車や、消防車

等緊急車両の通行にも支障が出るような事態

が懸念されますので、 除排雪の前後を問わず

道路には絶対雪を捨てないでください。 

②路上には駐車しない。 

足各ヒ馬主車二のため除排雪作業に支障をきたし

ています。特に夜間の駐車が多いため、時に

は除排雪作業を断念しなければならないこと

がありますのて捉各 E馴三車はしなレ、ーでくださレ、。 

3 除排雪作業中の車両には危険ですから絶対近

寄らない。 

除排雪作業中の車両に近寄りますと巻き込

まれるおそれがあり危険です。 また、作業能

率が低下しますから除排雪作業中の車両には、 

絶対近寄らないでくださレ、 

4雪を捨てるときは、市が指定している 「高瀬  

雪捨場」（図参照） をご利用ください。 

ン利用期間 3 )i 31日まてニ 

レ利用時間 午二前 8 時30分～午後 4時30分 

※日曜・祝日に雪捨てをする時は、 前日に 「除 

排雪対策本部」胃35-4321 -2へご連絡くださ 

レ、。 

7、f'-iJli:4 iド(1992'.ド)1 ) 1 ] 11 広報ごしょがわら (第750号)

初心者
スキー講習会

じ>日時 、IL)J父4{ド 1)J1511(ノ]'()10: OO~ 15: 00 

P場所 勤労高町外活動!iUi，i!，t (狼肝長恨公開)

仁〉受講資格 小γソh以 卜.

じ〉受講料 無料

じ〉講師 fi.l好川}J;(スキー協会指導L.i
[>締切 、'i11の午前 9時 30分まで

じ〉その他 スキー川H-、同食持参のこと(岱ス

キーは数が限定)

b申し込み先勤労有肝外活動施設(宮 2~3631 砕)

「冬休み子どちのつどい」ですよー
紙しばし、 .f也

1>とき 1月10日(金)午前10時

1>ところ 市立[><1洋館 EJ! 

生活講座
一一一一一一 一」
昔なつかしいお菓子を

作ってみませんか
じ〉親と子のおやつ作り教室

じ>日時 1)J1611(本) '1'後 6 川 ~8 11ぷ30分

1)J1711 (合) ノ 1 :前 1011年~Iビ午

じ>募集人員 20~〆，

仁>対象 rI îl/寸 に{l:J~r または劫務先をイ了する州人

仁〉締切 先 -，i"fWiでJJ.ごはになり次抑制{;)Jります

仁〉受講料 J!将来十(イIlし材料代は各 1'1iHI!) 

じ〉申し込みと問い合せ似jく州人の家(宮 358898) 

[-h-2Eしよから瓦
冬フェスティパル

仁〉 日時 、|勺J父<1{ド 2)J91 1 ~1l 11 

じ〉場所 焔ケ l正出動公I~，I 0 rI i LI!:文化会fl古

bイベント り:仇;九 Lむ足。 判前り五!位決!

定ii袋三DJJJ本)11リバーサイドスキーマラソ!
ン③'，rj-1__ソフトバレーボーノレ大会 ])，，11"1: ! 
マウンテンバイククロスカントリーレー

スめかがり火コンサート⑤ rl:t軽}'l'U劾げ大会

※件イベン卜の参加をを持集しています。

@ 申 し込み先及び締切日

平成4年 1n 24，1まで
rI'f商に観光課及びdi教 747委μ会社会教育課

除排雪 作業についてのお願い 麟蹴
市除排雪対策本部

通勤通学:守:の生活道路確保のため、 次のこと

についてご協力くださるようお願いします。

1道路には雪を出さない。

道路に'J?を捨てますと、放えよ.¥'I[や、 ti'l1VJ'1ょ

等緊急'1':阿の通行にも支líむがn ~ るよ うな ，1;:1広

が懸念されますので、1¥余排'J?の Ijij後を川わず

j丘路には絶対勺を防てないでくどさい。

2路上には駐車しない。

路トー!U'I(のため|徐，1)10"';'作業:に文附をきたし
ています。特に仮川の馬1:'1 (が多いため.時に
は|徐排'，11'作業を|祈念しなければならないこと

がありますので路 HLI:'れはしないでください。

3除排雪作業中の車両には危険ですから絶対近

寄らない。

除排勺作業'1'の 'lil，l'Iにjll='('i:りますとどきき込

まれるおそれがあり危険です。 また、作業能

不が低 1'-しますから除俳'勺作業'1'の小:1'可には、

絶刈近寄らないでください。

4雪 を捨てるときは、 市が指定している「高 瀬

雪捨場J (図参 照〉をご利用ください。

じ〉手11周期間 3)13111まで

じ〉利用時間 午前 811"1'30分~ノl二後 4叫 30分

※，11附附附似!祝 11に，勺J捨合てをするH

J俳j非ド，勺対策本i却干苛邪札I日rSJ幻」 宮 3お5-4321-2へごごj辿l虫長断1絡名くださ

←ゼ f，:IJr川)J;(r!il勾

三ゴ



＞日 日寺 

1月24日（金）午後 1時 

）土易 所 

市保健センター 

ン講 師 

田附敏良先生（田附歯科医院） 

＞テーマ 食べ物と歯の病気 

）主 催 北五医師会・市保健協議会 

田辺胃腸科外科医院 白生 I 
対馬内科小児科医院 復 明

冨田胃腸科内科医院 増 日

中村整形外科病院 

中 村 内 科 医 院 森 田

永田小児科内科医院 森内科 

院

院
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所
所
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（第750号）⑧ 

ほけんだより 市役所 35-2111 

この欄の問い合せ 

保健環境課 （内線268・272) 

好評です！麟難麟麟麟難議 

からだにやさしい
血葉成分献血 

みんなの健康教室 

休み期間中は 

ゴミを出さないように 
しましょう 

この献血を体験した方は、「体への負担が軽く

気軽にできる」 と好評て十す。 尚、 この献血は30 

分かかりますので予糸勺制になっています。 

献血できる方は、保健環境課までご連絡して二

下さい。 

期 日 時 	間 場 	所 

1月17日 

（金） 

午前10日寺から 

午後 4 時まて下 

市保健センター 

1階集団指導室 

人の命を救う 

「愛の献血」にご協力を！! 
期 日 時・ 	間 場 	所 

1月 7 日 

（火） 

午前 9時30分から

午前10時30分まで 

本町 

のかさい駐車場 

午後 3時から 

午後 4時まで 

ホテルサンルート

五所川原前 

鴛ニドック受けて安心あすへの健康 
市では40歳以上の方の健康管理と成人病の早期発見のため、基本健康診査（ミニドック） を実施 

しています。 対象となる方はぜひ受けてくださいく〕 

※職場等で健康診査を受けられる方は除きます。 

対 象 者 市内にお住まいの満40歳以ヒの方。 

受診方法 

実施医療機関、市役所保健環境課および各支所の窓口に申し込み

用紙を備えておりますので、保険証持参のうえ申し込んでくださ

い。 （各支所で申し込まれる方は下記の医療機関のいずれで受診

するか指定してください。） 

実施期間 随時実施しています。 

実施時問 
医療機関によって実施時間が違いますので、申し込み時に確認し

てくださし、。 

料 	金 無料です。 

診査項目 
問診、身体測定、血圧測定、心電図、尿検査、貧血検査、肝機能

検査 

江 渡 医 院

小笠原内科医院

兼平内科小児科医院

川崎胃腸科内科医院

木 村 内 科 医 院

健生病院五所川原診療所 

＊実施医 
佐藤仁外科胃腸科医院

佐藤内科小児科医院

荘 司 内 科 医 院

清水胃腸科外科医院

白戸胃腸科外科医院

西 北 中 央 病 院 

E 市幾関名汁ぐ 

好評です f

からだにやさしい
血紫成分献血

この献血を体験した方は、「体への負担が軽く

気軽にできる」と好評です。 尚、この献血は30

分かかりますので、予約制になっています。

献血できる方は、保健環境課までご連絡して

下さい。

(第750号)③

!ほけんだより 市役所 35f111i

jこの捕の問い合せ i 
保健環境課 (内線268・272)

広報ごしょがわら平成4年(1992年)1月1日

みんなの健康教室

百行

市保健センタ-

1階集団指導室

人の命を毅う

「愛の献血」にご協力を!!

場

L:F商110日寺カミら

午後 4時まで

じ〉日 日寺

1月24日(金)午後 1時

仁〉土暴 戸斤

市保健センタ-

C>~茸 自市

田附敏良先生(回附歯科医院)

c>テ ーマ 食べ物と歯の病気

c>主催北玉医師会・市保健協議会

|前時

1羽 日 時 間 場 所

午前9時30分から 本町
1月7日 午前10時30分まで @かさい駐車場

(火) 午後3時から ホテノレサンノレート

午後4時まで 五所川原前

休み期間中は

ゴミを出さないように
しましょう

あすへの健康
を実施(ミ ニ ドック)基木健康診査

受けて安心
「行では40歳以 |二の方の健康作理と成人病のfft期発見のため、

して います。対象となる方はぜひ受け て ください。

※職場等で健康診査を受けられる方は除きます。

者

実胞医療機関、市役所保健環I克深および各支所の君主円に巾 し込み

用紙を備 えであ、りま すので、保険証持参のうえ 巾 し込んでくださ

い (各 :支所で巾し込まれ る)Jは F記の医療機関のいずれで受珍
するか指定 してくだ さいJ

受診方法

随H寺実施 していま す

医療機関によって実施H制的が迷い ますので、111し込みH寺に確認し

てくださ L、

実施期間

実施時間

料

市内にお住 まいの満40歳以上の方象対

無料です

問診、身体ifIJJ定、l血圧測定、心屯l宝l、尿検査、貧血険査、肝機能
検査

金

診査項目

自生会胃腸病院

復明堂医院
増田病院

三 好診療所

森田診療所

森内科小児科医院

1毒機聞主，

田辺胃腸科外科医院

対馬内科小児科医院

冨田胃腸科内科医院

中村整形外科病院

中村内科医院

永田小児科内科医院

炉室

佐藤仁外科胃腸科医院

佐藤内科小児科医院

荘司内科医院

清水胃腸科外科医院

白戸胃腸科外科医院

西北中央病院

>1延

江 渡医院

小笠原内科医院

兼平内科小児科医院

川崎胃腸科内科医院

木村内科医院

健生病院五所川原診療所
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